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研究成果の概要（和文）：本研究では、親の子育てに対する思いを考慮し、地域の子育て支援資源の評価し、子
育て支援システム評価モデルの可能性を検討した。いくつかの自治体を対象にし、地域子育て資源までの所要時
間を点数化し、指標の作成と地図への色付けで可視化をした。またA市において、居住エリアを対象にして、
「この地域で子育てがしたいか-そう思う」の回答の割合と子育て資施設の所在との関連をみたところ、公園な
どの子育て資源施設との所要時間と関連があった。マルチレベル解析をした結果も、同じような傾向がみられ
た。育児困難感は、子育て資源施設の距離や数は、関連がみられなかった。

研究成果の概要（英文）：In this study, we evaluated local child-rearing support resources and 
examined the possibility of a child-rearing support system evaluation model, taking into account 
parents' feelings toward child-rearing. In several municipalities, the time required to reach local 
child-rearing resources was scored, and an index was created and visualized on a map. In City A, we 
examined the relationship between the percentage of respondents who answered "Yes, I would like to 
raise children in this area" and the location of child-rearing facilities. It found that there was a
 relationship between the time required to reach child-rearing facilities, such as parks. The 
results of multilevel analysis showed a similar trend. Perceived child-rearing difficulties were not
 associated with distance and number of child-rearing resource facilities.

研究分野：親子保健
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研究成果の学術的意義や社会的意義
地域における子育て支援の評価は、事業やプログラム評価の視点の研究はいくつか報告されているが、地域の子
育てを取り巻く環境や支援システム全体としての評価の視点の研究は極めて少ない。本研究では、子育てをとり
まく環境を、定期的に自治体が実施する親の育児に対する思いや考えの質問への回答を活用し、ユーザー視点を
考慮し分析した結果が得られ、地域の子育て支援システム評価に新たな視点を加えられる可能性を示唆できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
乳幼児をもつ親は、様々な社会環境に囲まれながら日常生活の中で育児を行っているが、子育
てをとりまく環境の変化と育児の孤立化が大きな社会課題となっている。応募者は、これまでも
母子保健事業や子育て支援事業に影響する要因や、地域の環境が子育てに与える影響を検討し
てきた。その結果、地域の特性が、事業や乳幼児をもつ親の子育ての意識に影響することが明ら
かになった。地域における子育て支援の評価は、事業やプログラム評価の研究はみられるが、地
域の子育て支援システム全体としての評価の視点の研究は少ない。 
 
２．研究の目的 
本研究では、地域の子育て支援資源に着目し、地域の子育て支援資源の評価、乳幼児をもつ親
の日常行動範囲や子育て、家族関係の関連要因を明らかにし、地域での資源や親の日常生活行動
を考慮した子育て支援システム評価モデルの可能性を検討する。 
 
３．研究の方法 
研究 1年目は、地理的に特徴のある A市および B市の自治体の公開データを活用し、GIS によ
り分析を実施した。子育て支援センターや児童館を子育て支援資源として、それらの配置状況が
市内面積をどの程度カバーできているか、また各エリア（5次メッシュ）の重心地点から各施設
の所要時間を算出し得点化し、各エリアの子育てしやすさの予測値を算出した。 
研究 2 年目では、予定していた母親を対象とした調査実施の協力が得られず、他方法を検討
し、A市より乳幼児をもつ母親（家庭）からすでに収集した既存データの活用の許可が得られた。
本研究で実施予定であった調査内容である「育児の困難感」「育児の満足感」「育児に対する自信」
などとおおむね一致する調査内容であったため、本研究で実施予定であった１次データ収集の
調査から既存の 2次データの活用へ変更し、2次データと地理情報を突合してデータ整理、分析
を実施した。研究 3年目、4年目にも、引き続き母親の育児に対する気持ちと育児環境の関連に
ついて分析を行った。 
 
４．研究成果 
1) 評価指標の作成と可視化 
先行文献１）を参考に、地域子育て資源別（スーパー、保育施設、公園、小児科病院、駅、児
童館・子育て施設）の優先順位をつけ、5次メッシュ単位として、5次メッシュの重点地からの
各施設の所要時間を点数化したものに色をつけた。 
 
 
図 1 A 市の子育てに適した予測           図 2  B 市の子育てに適した予測 
 

 A 市、B市ともに各施設が集中するエリアは決まっ
ており、そのエリアでの子育てに適した予測値が高くなったが、都市近郊の A市および地方都市
の B市では、そのカバー率に違いがあった。 
 
2) 「この地域での子育て希望」と子育て資源施設までの所要時間の関連 
 A 市において、各町丁目の重心地から各子育て資源施設の数と所要時間と各乳幼児健康診査で
の質問項目「この地域で子育てをしたいか」に対する「そう思う」と回答した割合の相関をみた
ところ、表 1の通りであった。 
A 市においては、「この地域で子育てをしたいか」に対して「そう思う」と回答した割合は、居住
地周辺の公園の数と正の関係、公園、子育て支援センター、児童館までの所要時間と負の関係が
見られ、公園の数が多い地域、また公園、子育て支援センター、児童館までの所要時間が短い地



域で、「そう思う」と回答する割合が高くなる傾向にあった。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
表 1 「この地域で子育てをした
いか-そう思う」と回答した人の
割合と各項目との相関係数 
 

 
 

 地域特性の考慮するために、マルチレベル
回帰分析をした結果については、図 3 の通り
である。1歳～2歳の児をもつ保護者の「地域
での子育て希望」は、公園、子育て支援センタ
ーへの所要時間と正の関連があり、3歳以上の
児をもつ保護者の「地域での子育て希望」は、
子育て支援センターと駅への所要時間と正の
関連がみられた。1歳未満児に関しては、関連
がみられなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 「地域での子育て希望」と子育て資源施
設の所要時間の関連（マルチレベル分析の結

果） 
 
(3)その他の分析結果 
 子育て困難感と A市各町丁目の子育て資源（公園、小児科、スーパーマーケット）の 800ｍ到
達圏のカバー割合との関連がみられなかった。 
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